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1. 平成29年3月期第3四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年12月31日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第3四半期 12,835 △2.2 547 △22.6 574 △20.6 373 △17.7
28年3月期第3四半期 13,125 3.7 706 19.0 723 17.7 454 23.5

（注）包括利益 29年3月期第3四半期 407百万円 （△9.5％） 28年3月期第3四半期 449百万円 （19.1％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

29年3月期第3四半期 107.47 ―
28年3月期第3四半期 130.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期第3四半期 10,338 6,852 66.3 1,969.46
28年3月期 9,545 6,483 67.9 1,863.46
（参考）自己資本 29年3月期第3四半期 6,852百万円 28年3月期 6,483百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 0.00 ― 11.00 11.00
29年3月期 ― 0.00 ―
29年3月期（予想） 11.00 11.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,685 0.9 697 △28.4 727 △27.3 476 △19.4 136.85



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく

四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結財務予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期3Q 4,216,000 株 28年3月期 4,216,000 株
② 期末自己株式数 29年3月期3Q 736,550 株 28年3月期 736,550 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期3Q 3,479,450 株 28年3月期3Q 3,479,458 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済・金融政策を背景に緩やかな回復基調で推

移し、企業収益や雇用情勢は改善傾向が続いております。一方で、アジア新興国の成長の減速や英国のＥＵ離脱問

題の影響、さらに米国の今後の経済・金融政策に関する不確実性の影響等が懸念され、景気の先行きは依然として

不透明な状況が続いております。

当社グループが拠点を構える北海道の経済におきましては、公共工事が減少しているものの、住宅投資は前年を

上回り、観光では、新幹線の開業等により来道者数が増加、個人消費も持ち直しの動きが見られ、雇用情勢も着実

に改善しております。 

医療業界におきましては、医療費抑制政策が続く中、平成28年４月に診療報酬改定が実施され、業界を取り巻く

経営環境は依然として厳しいものとなり、中でも薬価の引き下げは相当厳しく、売上高及び利益面でマイナスの影

響を受けました。

このような状況のもと、当社グループは、医療機関の多様化するニーズに応えた営業活動を展開し、新規顧客の

獲得及び調剤薬局の新規出店による営業基盤の拡大、引き続き経費効率を重視した収益基盤の強化に努めてまいり

ました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高12,835百万円（前年同期比2.2％減）、営業利益547百万

円（同22.6％減）、経常利益574百万円（同20.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益373百万円（同17.7％

減）と減収減益になりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

① 臨床検査事業

臨床検査事業におきましては、前期及び当期に獲得した新規顧客との取引が堅調に推移したことから売上高

4,149百万円（同0.5％増）と増収となりましたが、中長期的な経営計画に基づく人材、設備への投資を推し進

めたことからセグメント利益129百万円（同28.9％減）と前年同期を下回りました。

② 調剤薬局事業

 調剤薬局事業におきましては、新規に調剤薬局を２店舗開局しましたが、診療報酬改定による大きな影響に

加えて、中長期的な経営計画に基づく人材、設備への投資を推し進めたことから売上高7,911百万円（同3.9％

減）、セグメント利益681百万円（同14.4％減）と前年同期を下回りました。

③ 医療機器販売・保守事業 

 医療機器販売・保守事業におきましては、売上高717百万円（同0.2％減）と前年同期を若干下回りました

が、利益につきましては、セグメント利益２百万円（前年同期はセグメント損失０百万円）と前年同期を上回

りました。

④ その他の事業

 臨床検査システムのソフトウェア販売及び保守におきましては、売上高57百万円（前年同期比18.4％増）、

セグメント利益39百万円（同37.6％増）になりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は7,094百万円となり、前連結会計年度末に比べ534百万円増加

（前連結会計年度末比8.1％増）いたしました。これは主に受取手形及び売掛金が92百万円減少しましたが、現金

及び預金が248百万円、商品が283百万円それぞれ増加したことによるものであります。固定資産は3,243百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ258百万円増加（同8.7％増）いたしました。これは主に建設仮勘定が116百万円減

少しましたが、建物及び構築物が187百万円、工具、器具及び備品が137百万円、投資有価証券が33百万円それぞれ

増加したことによるものであります。

この結果、総資産は10,338百万円となり、前連結会計年度末に比べ792百万円増加（同8.3％増）いたしました。

（負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は3,233百万円となり、前連結会計年度末に比べ434百万円増加

（同15.5％増）いたしました。これは主に未払法人税等が169百万円、賞与引当金が83百万円それぞれ減少しまし

たが、支払手形及び買掛金が561百万円増加したことによるものであります。固定負債は251百万円となり、前連結

会計年度末に比べ11百万円減少（同4.2％減）いたしました。これは主に長期借入金が13百万円減少したことによ

るものであります。

この結果、負債合計は3,485百万円となり、前連結会計年度末に比べ423百万円増加（同13.8％増）いたしまし

た。
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（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は6,852百万円となり、前連結会計年度末に比べ368百万円増加（同

5.7％増）いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益373百万円、有価証券評価差額金の増加33

百万円及び剰余金の配当38百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は66.3％となり、前連結会計年度末比1.6ポイント下回りました。

また、１株当たり純資産は1,969円46銭となり、前連結会計年度末比106円00銭増加いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、売上高、利益ともに順調に推移していることから、平成28年５月13日に公表いた

しました連結業績予想に変更はございません。

今後の業績への影響を見極めた上で、修正が必要と判断される場合には、お知らせいたします。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,068,238 3,317,020 

受取手形及び売掛金 2,861,980 2,769,225 

商品及び製品 446,987 730,866 

仕掛品 13,863 7,482 

原材料及び貯蔵品 50,730 72,215 

繰延税金資産 76,890 76,946 

その他 84,500 160,080 

貸倒引当金 △42,603 △38,899 

流動資産合計 6,560,588 7,094,937 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 1,860,598 2,089,471 

減価償却累計額 △1,254,840 △1,296,062 

建物及び構築物（純額） 605,758 793,409 

機械装置及び運搬具 41,421 38,658 

減価償却累計額 △36,968 △33,175 

機械装置及び運搬具（純額） 4,453 5,483 

工具、器具及び備品 2,482,799 2,715,301 

減価償却累計額 △2,087,475 △2,182,498 

工具、器具及び備品（純額） 395,324 532,803 

土地 1,045,852 1,089,920 

リース資産 67,019 61,903 

減価償却累計額 △34,012 △33,784 

リース資産（純額） 33,006 28,119 

建設仮勘定 117,180 500 

有形固定資産合計 2,201,574 2,450,235 

無形固定資産    

その他 119,294 106,310 

無形固定資産合計 119,294 106,310 

投資その他の資産    

投資有価証券 114,520 147,856 

長期貸付金 8,182 4,679 

長期前払費用 31,903 30,152 

差入保証金 287,687 274,283 

繰延税金資産 116,586 117,209 

その他 126,399 132,068 

貸倒引当金 △21,131 △19,458 

投資その他の資産合計 664,149 686,791 

固定資産合計 2,985,018 3,243,338 

資産合計 9,545,607 10,338,276 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,186,628 2,748,202 

短期借入金 22,022 19,984 

リース債務 12,345 12,290 

未払法人税等 217,936 48,883 

賞与引当金 113,046 29,559 

未払金 117,800 89,426 

その他 128,977 285,313 

流動負債合計 2,798,756 3,233,659 

固定負債    

長期借入金 13,316 － 

リース債務 24,032 18,992 

役員退職慰労引当金 53,517 58,980 

退職給付に係る負債 14,547 18,286 

長期未払金 151,386 150,537 

その他 6,224 5,172 

固定負債合計 263,025 251,968 

負債合計 3,061,781 3,485,628 

純資産の部    

株主資本    

資本金 983,350 983,350 

資本剰余金 1,015,270 1,015,270 

利益剰余金 4,983,810 5,319,467 

自己株式 △504,613 △504,613 

株主資本合計 6,477,816 6,813,473 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,009 39,173 

その他の包括利益累計額合計 6,009 39,173 

純資産合計 6,483,825 6,852,647 

負債純資産合計 9,545,607 10,338,276 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 13,125,591 12,835,292 

売上原価 9,170,220 9,005,250 

売上総利益 3,955,371 3,830,042 

販売費及び一般管理費 3,248,937 3,283,028 

営業利益 706,433 547,013 

営業外収益    

受取利息 959 703 

受取配当金 5,513 5,222 

受取賃貸料 23,507 35,793 

その他 23,382 25,909 

営業外収益合計 53,363 67,628 

営業外費用    

支払利息 1,444 1,180 

賃貸収入原価 30,502 36,667 

その他 4,517 2,296 

営業外費用合計 36,465 40,144 

経常利益 723,331 574,497 

特別利益    

固定資産売却益 305 498 

特別利益合計 305 498 

特別損失    

固定資産売却損 － 22 

固定資産除却損 3,779 3,007 

減損損失 4,878 － 

リース解約損 1,529 － 

特別損失合計 10,187 3,029 

税金等調整前四半期純利益 713,449 571,966 

法人税等 258,844 198,035 

四半期純利益 454,605 373,931 

親会社株主に帰属する四半期純利益 454,605 373,931 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 454,605 373,931 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △4,664 33,164 

その他の包括利益合計 △4,664 33,164 

四半期包括利益 449,940 407,096 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 449,940 407,096 

非支配株主に係る包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注） 

合計 
 

臨床検査
事業 

調剤薬局
事業 

医療機器
販売・保
守事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 4,127,902 8,230,390 718,613 13,076,905 48,686 13,125,591 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － 478,636 478,636 1,026 479,662 

計 4,127,902 8,230,390 1,197,249 13,555,541 49,712 13,605,253 

セグメント利益又は損失

（△） 
182,403 796,308 △372 978,340 29,048 1,007,388 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 978,340  

「その他」の区分の利益 29,048  

セグメント間取引消去 8,159  

全社費用（注） △309,114  

四半期連結損益計算書の営業利益 706,433  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「調剤薬局事業」セグメントにおいて、応需病院の閉鎖に伴い閉店した土地建物の売却額が確定したことに

より、減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において4,878千円であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注） 

合計 
 

臨床検査
事業 

調剤薬局
事業 

医療機器
販売・保
守事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 4,149,142 7,911,342 717,172 12,777,657 57,635 12,835,292 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
- - 701,474 701,474 1,026 702,500 

計 4,149,142 7,911,342 1,418,646 13,479,131 58,661 13,537,792 

セグメント利益 129,680 681,456 2,727 813,865 39,959 853,824 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 813,865  

「その他」の区分の利益 39,959  

セグメント間取引消去 6,556  

全社費用（注） △313,366  

四半期連結損益計算書の営業利益 547,013  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結累計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

この変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント損益に与える影響は軽微であります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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